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共通テストの会話文 

 

■ Benesse の「2021 共通テスト徹底分析」に基づき，会話文が使われている問

題について考察する．今回，IA で 2 題，IIB で 1 題のそういった出題があった． 
 

■ 数 IA 第 1 問〔1〕(3)の 2 次方程式の問題．� を正の整数として 

2�2 + (4� − 3)� + 2�2 − � − 11 = 0 …① の解についての問題である． 

(1)で� = 1 のときの有理数解を求める因数分解の正答率 98%，(2)で� = 2 のと

きの無理数解は 91％，その無理数の関連問題は 80%，70%と良好． 

(3)で，会話文が

挿入され，設問が

ある．正答率は

30%とガタ落ち． 

 � = 97 − 16� が

平方数になる正

の � の個数を求

めるだけだが． 
 

■ 数 IA 第 3 問，確率の選択問題．くじ引きの条件付き確率に関する問題． 

箱の中のくじを 1 本ずつ 3 回復元抽出し，ちょうど 1 回当たる事象がW． 

箱 A，B に当たりくじが入っている確率がそれぞれ 1/2, 1/3 の設定で，A，B を

最初に等確率で選んでからの復元抽出が(1)後半で問われ，その条件付き確率

�� (�), �� (�)を求める．条件付き確率は例年通り苦手で，正答率 59%.  

(3)で，当たり

くじが 1/4 入

っている箱 C

が登場し，

A，B，C の

箱を最初に等

確率で選んで

からの復元抽

出を行い，

�� (�)が問わ

れるが，正答

率 27%．出題者は(2)の「事実(＊)」を使えば，計算は楽でしょと言うつもりら

しいが，実際にはそんなに楽になるわけでもない[なお，スは「比」]． 

さらに(4)でも

会話が右のよ

うに挿入され

る． 

当たりくじが

1/5 入ってい

る箱 D まで登

場し，�� (�)～�� (�) の 4 つの確率の大小関係を，9 つの選択肢から選ばせる．

正答率 20%．無作為に答えても 1/9=11%はあるのだから，純粋な正答率は 10%． 
 

■ 数学 IIB 第 1 問〔2〕指数関数の問題．�(�) = 2�+2−�

2
, �(�) = 2�−2−�

2
 という

双曲線関数もどきの登場．これらの性質の幾つかを(1), (2)で調べた後，(3)で 

右のような会

話文が(式は 1

つだけ載せ，残

りは省いた)． 

4 つから成り立

つ 1つを答えさ

せる．正答率は

38%. 4 択とい

うことを考えれば，相当低いと言わざるを得ない．特殊な値の代入で成り立たな

いものを捨ててしまうという花子のヒントだが，「βに」も大きなカギだ． 
 

■ このように見てくると，会話文が問題解決のヒントとして提示されてはい

るが，そこからもう 1 つ，2 つ先まで見通せなければ，ヒントとして機能しない

ことがわかる．また，2 次方程式の問題は，ヒントを無理に会話文にしている感

が否めない．「2 次方程式の解の公式の根号の中に着目すると」と書くだけ． 

会話文後の設問の正答率がガタ落ちする傾向が顕著だが，これは会話文のため

と言うよりも，各問題の最終部分に難しい問題が置かれる傾向が一般にあり，そ

こに会話文が置かれているからと見るのが妥当かも知れない． 


